
3月7日に行われた明和中学校卒業式の様子（詳しくは本紙3頁をご覧ください）
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　2月 16日、いつきのみや地域交流センターで、明和町制施行60周年事業の一環として、一般財団法人国土
計画協会と共催の第31回国づくりシンポジウムを開催しました。
　このシンポジウムは、地域活性化を目的に全国で年１回開催。本年度は明和町で開催されました。
　開催にあたり同協会の幾度明専務理事と世古口町長が主催者あいさつを行い、その後の基調講演では、三菱
ケミカル株式会社の吉田将来氏が「水から考える地域資源活用とCSR（※企業の社会的責任）」と題して、地
下水をろ過して、公共用水の補助的な役割を担う “地下水膜ろ過システム ”の有効性などを例に挙げ、企業が
開発した技術が地域にとってどのような形で貢献できるかを話しました。
　続いて斎宮跡の資源活用についての取組報告の後、パネルディスカッションが行われ、三重大学の坂本竜彦
教授は「自給率が高いことが町の誇りになり持続可能な
社会に向けての模範になる。今後の町が目指すべき方向
ではないか」とコメントし、皇学館大学の近藤玲介准教
授は「明和町の水はHUB( ハブ）であり、水がキーになっ
ている。明和町の水探訪をすることによって、自然と地
域の宝物を学ぶことができるのでは」とコメントするな
ど、明和町の水の価値や、斎宮跡と関連づけた今後の「水」
の活用などについて熱心な議論が行われました。

第31回国づくりシンポジウムを開催

　

２
月
17
日
、
県
庁
（
津
市
）
か

ら
三
重
交
通
Ｇ
ス
ポ
ー
ツ
の
杜
伊

勢
（
伊
勢
市
）
ま
で
10
区
間
42
・

１
９
５
㎞
で
第
12
回
美
し
国
三
重

市
町
対
抗
駅
伝
が
開
催
さ
れ
、
県

内
全
29
市
町
が
参
加
し
、
健
脚
を

競
い
ま
し
た
。

　

明
和
町
チ
ー
ム
は
２
時
間
36
分

20
秒
で
町
の
部
８
位
入
賞
、
総
合

20
位
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

な
か
で
も
、
７
区
を
走
っ
た
岡

本
凪
布
さ
ん
は
９
分
50
秒
で
町
の

部
の
区
間
賞
を
獲
得
し
ま
し
た
。

明
和
町
チ
ー
ム　

町
の
部
で
８
位
入
賞

【
第
12
回
美
し
国
三
重
市
町
対
抗
駅
伝
】

　

明
和
町
選
手
団
の
皆
さ
ん
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
監　

督　

下
村　

真
也

■
コ
ー
チ　

柳
本　

拓
也

■
選　

手

１
区
（
小
学
生
女
子
）

　
　

西
嶋　

和
奏
・
山
口　

鈴
音

２
区
（
小
学
生
男
子
）

　
　

澤
村　

悠
斗
・
髙
森　

悠
吾

３
区
（
中
学
生
女
子
）

　
　

川
北　

恵
実
・
中
川　

真
友

４
区
（
中
学
生
男
子
）

　
　

新
田　

結
紫
・
中
川　

椋
翔

５
区
（
40
歳
以
上
男
子
）

　
　

森
川　

雅
夫
・
濵
野　

俊
輔

６
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
男
子
）

　
　

小
林　

覧
斗
・
山
畑　
　

誠

７
区
（
一
般
女
子
）

　
　

岡
本　

凪
布
・
澤
村　

菜
乃

８
区
（
20
歳
以
上
女
子
）

　
　

西
尾
美
早
紀
・
世
古
口
真
理
子

９
区
（
ジ
ュ
ニ
ア
女
子
）

　
　

西
口　

陽
菜
・
森
田　

美
月

10
区
（
20
歳
以
上
男
子
）　

堀
越　

奨
平
・
長
谷
川
眞
也

明和町制施行60周年事業

７区から８区へ（明和町内）

　３月９日、町中央公民館でNHKラジオの「民謡をたずねて」の
公開録音が開催され、公募で選ばれた約 530人が集まりました。
　この事業は町制施行 60周年事業の一環として、NHK津放送局
と町が実施したもので、三重県の古調伊勢音頭をはじめ全国の民謡
を、歌い手や三味線、鳴物など多くの出演者で披露され、集まった
皆さんは時折手拍子を送るなど熱心に聞き入っていました。

NHK 民謡をたずねて 公開録音を開催明和町制施行
60周年事業
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２
月
21
日
、
松
阪
地
区
医
師
会

か
ら
明
和
町
、
松
阪
市
、
多
気
町
、

大
台
町
へ
防
災
用
品
・
災
害
用
備

蓄
品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
阪
地
区
医
師
会
で
は
、
平
成

25
年
度
よ
り
社
会
貢
献
の
一
環
と

し
て
防
災
用
品
・
災
害
備
蓄
品
配

備
事
業
を
行
っ
て
お
り
、
今
回
で

６
回
目
で
す
。

　

今
回
明
和
町
に
は
、
啓
発
活
動

に
使
用
す
る
ワ
イ
ヤ
レ
ス
ア
ン
プ
、

Ｃ
Ｄ
プ
レ
イ
ヤ
ー
や
マ
イ
ク
、
備

蓄
用
カ
イ
ロ
な
ど
が
贈
ら
れ
ま
し

た
。

　

贈
呈
を
受
け
て
世
古
口
町
長
は

防
災
用
品
・
災
害
備
蓄
品
を
贈
呈    

【
松
阪
地
区
医
師
会
】

「
明
和
町
は
津
波
避
難
タ
ワ
ー
を
整

備
し
て
お
り
、
タ
ワ
ー
に
入
れ
る

備
蓄
品
等
と
し
て
活
用
し
た
い
。」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

明
和
町
が
進
め
て
い
た
日
本
版

観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
（
※1
）
設
立
に
つ
い

て
、「
一
般
社
団
法
人　

明
和
観

光
商
社
」
と
し
て
平
成
31
年
１
月

に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、
大
淀
の
旧
な
り
ひ

ら
保
育
所
の
一
部
を
利
用
し
て
活

動
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
観

光
振
興
や
産
業
振
興
な
ど
を
町
や

関
係
団
体
、
大
学
な
ど
と
連
携
し

て
進
め
て
い
く
も
の
で
、
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
４
名
を
含
む
、
常

時
７
～
８
名
程
度
の
メ
ン
バ
ー
で

事
業
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
な
り

ま
す
。

　

ま
た
、
三
重
大
学
や
皇
學
館
大

学
と
連
携
し
て
、
大
学
生
な
ど
の

一
般
社
団
法
人　

明
和
観
光
商
社
が
事
業
を
開
始

地
域
活
動
拠
点
機
能
も
併
設
し
な

が
ら
、
明
和
町
活
性
化
事
業
や
振

興
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

と
な
り
ま
す
。　

※
１　

日
本
版
観
光
Ｄ
Ｍ
Ｏ
と
は
、

地
域
の
「
稼
ぐ
力
」
を
引
き
出
す

と
と
も
に
地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着

を
醸
成
す
る
「
観
光
地
経
営
」
の

視
点
に
立
っ
た
観
光
地
域
づ
く
り

の
舵
取
り
役
と
し
て
、
多
様
な
関

係
者
と
協
同
し
な
が
ら
、
明
確
な

コ
ン
セ
プ
ト
に
基
づ
い
た
観
光
地

域
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
の
戦

略
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、
戦
略

を
着
実
に
実
施
す
る
た
め
の
調
整

機
能
を
備
え
た
法
人
と
さ
れ
て
い

ま
す
。（
観
光
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
）　

　

３
月
７
日
、
町
総
合
体
育
館
で

明
和
中
学
校
卒
業
生
２
０
５
人
の

卒
業
式
（
卒
業
証
書
授
与
式
）
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
国
歌
、
校
歌
斉
唱
や

卒
業
証
書
授
与
な
ど
に
続
い
て
、

在
校
生
代
表
の
山
路
容
寛
さ
ん

が
「
先
輩
方
は
部
活
動
で
仲
間
の

大
切
さ
な
ど
を
教
え
て
く
れ
ま
し

た
。
先
輩
方
が
築
か
れ
た
伝
統
を

守
り
、
今
後
も
よ
り
良
い
明
和
中

学
校
を
つ
く
る
た
め
に
努
力
し
ま

す
。」
と
送
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

明
和
中
学
校
卒
業
式　

２
０
５
人
が
巣
立
つ

　

そ
れ
を
受
け
卒
業
生
代
表
の
浦

本
ひ
か
り
さ
ん
は
「
仲
間
と
楽
し

さ
を
分
か
ち
合
い
辛
さ
を
乗
り
越

え
た
明
和
中
学
校
で
の
思
い
出
は

私
た
ち
の
宝
物
で
す
。
在
校
生
の

皆
さ
ん
は
生
徒
会
キ
ー
ワ
ー
ド
の

〝

誇
り〟

を
さ
ら
に
高
め
、
地
域

に
誇
る
こ
と
が
で
き
る
自
慢
の
学

校
を
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
。」
と

答
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

３
月
３
日
、
明
和
町
総
合
体
育

館
で
「
第
21
回
明
和
町
火
災
予
防

啓
発
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大

会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、
３
月
１
日
～
７

日
の
「
春
の
火
災
予
防
運
動
」
の

一
環
と
し
て
、
広
く
町
内
の
皆
さ

ん
に
火
災
予
防
へ
の
認
識
を
深
め

て
も
ら
い
、
そ
の
啓
発
を
図
ろ
う

明
和
町
消
防
団
主
催

　

火
災
予
防
啓
発
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

【
男
女
混
合
24
チ
ー
ム
が
参
加
・
当
日
は
啓
発
パ
レ
ー
ド
も
】

と
明
和
町
消
防
団
（
藪
谷
一
雄
団

長
）
が
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
。

大
会
に
は
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

愛
好
家
な
ど
で
つ
く
る
男
女
混
合

24
チ
ー
ム
が
参
加
し
、
６
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
か
れ
て
１
チ
ー
ム
４
人
制

の
リ
ー
グ
戦
で
熱
戦
が
繰
り
広
げ

ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
明
和
町
消
防
団

の
皆
さ
ん
が
町
内
で
火
災
予
防
啓

発
パ
レ
ー
ド
を
行
い
ま
し
た
。
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３
月
２
日
、
斎
宮
歴
史
博
物
館
南
側
の
梅
林
周

辺
を
会
場
に
「
第
15
回
い
つ
き
の
み
や
梅
ま
つ
り
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ま
つ
り
は
、
梅
の
花
が
見
ご
ろ
を
迎
え
る

こ
の
時
期
に
、
町
内
の
各
団
体
等
で
構
成
す
る
斎

宮
跡
観
光
協
議
会
が
開
催
し
て
い
る
も
の
で
、
毎

年
の
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
内
外
か
ら
約
３
０
０
０
人
の
来
場
者
が
訪
れ

た
会
場
で
は
、
史
跡
め
ぐ
り
、
梅
の
種
飛
ば
し
大

会
、
斎
王
ビ
ン
ゴ
、
斎
王
（
い
つ
き
）
の
舞
や
特

産
品
販
売
な
ど
多
彩
な
催
し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

斎
宮
跡
観
光
協
議
会
主
催

　

第
15
回
い
つ
き
の
み
や
梅
ま
つ
り

　

６
月
１
日（
土
）、２
日（
日
）に
開
催
さ
れ
る「
第

37
回
斎
王
ま
つ
り
」
の
配
役
選
考
会
が
３
月
10
日

に
い
つ
き
の
み
や
歴
史
体
験
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
も
全
国
各
地
か
ら
応
募
が
あ
り
、
会
場
に

は
書
類
審
査
を
通
過
し
た
20
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

選
考
の
結
果
、
大
紀
町
出
身
の
橋
本
茉
奈
さ
ん

が
斎
王
役
に
選
ば
れ
、
前
回
斎
王
役
を
務
め
た
中

保
友
里
さ
ん
か
ら
檜
扇
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
、「
斎
王
役
に
選
ば
れ
て
と
て
も

光
栄
で
す
。
今
ま
で
務
め
て
来
ら
れ
た
方
た
ち
に

恥
じ
な
い
よ
う
堂
々
と
演
じ
た
い
」
と
意
気
込
み

を
語
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
斎
王
役
に
は
飛
矢
地
愛
結
さ
ん

（
松
阪
市
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

斎
王
ま
つ
り
配
役
選
考
会

春の大型連休に伴うお知らせ
　今年の大型連休は例年より多くの方が来訪が見込まれ、伊勢志摩の各所
においても交通渋滞が予想されます。特に伊勢神宮周辺は大変混雑が予想
されますので、お出かけの際は十分にご注意ください。伊勢神宮周辺の交
通情報は、「らくらく伊勢もうで」をご覧ください。
　また伊勢志摩の各所においても、様々なイベントが催されますので、ぜ
ひご参加ください。詳しくは、各自治体や各団体のホームページ、伊勢志
摩観光ナビをご覧ください。

鳥羽市『石神さん春祭り』
《開催日》５月７日（火）10：30～昼過ぎまで
《会　場》石神さん（神明神社）

イベント情報
志摩市『2019あわび王国まつり』
《開催日》５月４日（土）9：00～ 15：00
※荒天の場合、５日（日）に延期
《開催日》 志摩ふれあい公園（志摩Ｂ＆Ｇ海洋センター隣）

玉城町『アスピア玉城ちびっこまつり』
《開催日》５月４日（土）～５日（日）10：00～15：00
《会　場》アスピア玉城

明和町『春季企画展「めでたい！のい
ろいろ！～瑞祥（ずいしょう）ときざし』
《開催日》４月 20日（土）～６月２日（日）
《会　場》斎宮歴史博物館　※観覧料、要

らくらく伊勢もうで

http://www.rakurakuise.jp
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４
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
日

曜
（
窓
口
）
開
庁
で
は
、
住
民
票
や
戸
籍
な
ど
各
種
証
明
書
の
発

行
を
は
じ
め
、各
種
申
請
書
の
受
付
事
務
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
日
の
役
場
の
手
続
き
等
が
困
難
な
人
は
、ぜ
ひ
、日
曜（
窓
口
）

開
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
４
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時　
４
月
14
日
・
21
日
（
各

日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時

15
分  

※
４
月
７
日
は
選
挙
の
た
め
開
庁
し
ま
せ
ん
。

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容

は
、
事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（U

RL http://w
w
w
.tow

n.
m
eiw
a.m
ie.jp/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
総
務
課
（
☎
52
・

７
１
１
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４
月
の
日
曜（
窓
口
）開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

町
長
出
張
座
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
多
く
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
町
政
に
反

映
し
て
い
く
た
め
実
施
し
て
き
ま
し
た
「
日
曜
座
談
会
」
を
「
出

張
座
談
会
」
と
名
称
を
変
更
し
、
地
元
に
お
邪
魔
す
る
形
で
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　
毎
月
２
日
程
度
を
予
定
し
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
い
た
だ
い
た
地

域
に
お
邪
魔
し
て
皆
さ
ん
と
町
政
の
様
々
な
分
野
で
意
見
交
換
を

行
い
ま
す
。

　

日
程
は
次
と
お
り
予
定
し
て
い
ま
す
。（
行
事
等
に
よ
り
変
更

と
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
変
更
等
は
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。）

４
月
の
座
談
会　
14
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

　
　
　
　
　
　
　
20
日
（
土
）
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

５
月
の
座
談
会　
11
日
（
土
）
午
前
9
時
〜
午
後
9
時

　
　
　
　
　
　
　
26
日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
９
時

■
お
申
込
み
は
開
催
日
の
14
日
前
ま
で
に
、
申
請
書
に
よ
り
防
災

企
画
課
（
☎
52
・
７
１
１
２
）
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

４月と５月の「消費生活相談」窓口の開設
　明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消
費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとお
り開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。
■日時　①４月９日（火）、②５月 14日（火）時間は、
各日とも午前 10時～正午・午後１時～３時
■場所　役場１階相談室１
※詳しくは、人権生活環境課 環境・住民協働係（☎ 52・
7117）へお問い合わせください。

４月と５月の行政相談・心配ごと相談
■日時と内容　①４月１日（月）午前９時30 分～正午
＝行政相談・心配ごと相談、②４月15日（月）午後１
時30 分～４時＝心配ごと相談、③５月７日（火）午前
９時 30 分～正午＝行政相談・心配ごと相談、④５月
20日（月）午後１時30 分～４時＝心配ごと相談
■場所　明和町保健福祉センター
※詳しくは、明和町社会福祉協議会（☎52・7056）
へお問い合わせください。

　連休中などの日曜開庁は利用者数が少ない傾向にあるため経費削減を目的に、次の日曜日について、開庁
しないことになりましたのでお知らせします。
【開庁しない日曜日】
４月７日、４月 28日、５月５日、７月 14日、８月 11日、９月 15日、９月 22日、10月 13日、11月
３日、12月 29日、翌年１月５日、１月 12日、２月 23日

　5月 1日は改元初日で婚姻届等の手続きが多いと予想されるため、特別に開庁します。
■開庁時間　午前８時 30分～午後５時 15分
■取扱業務　平常通り。ただし、他市町が閉庁していることにより取り扱えない業務がありますのでご了承
　　　　　　ください。詳しくは、あらかじめ担当課へお問い合わせください。

日曜開庁が変わります

５月１日 特別開庁します

く ら し
広報めいわ平成31年

（2019年） ４月号

－明和町では移住定住促進や人口減少抑制の取り組みを進めています－
　移住定住促進や人口減少抑制の取り組みの一環として、5月 1日の改元初日に「転入届」「婚姻届」「出
生届」を提出された方には、ささやかなプレゼントを窓口でお渡しします。
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平成 27 28 29 30 31

79
億
９
４
０
０
万
円

78
億
６
０
０
０
万
円

82
億
４
６
０
０
万
円

83
億
８
８
０
０
万
円

１
０
１
億
８
０
０
０
万
円

平成 31年度
一般会計予算

83億8,800万円のまちづくり
各会計の合計は161億2,750万円

　一般会計を中心に平成 31 年度予算のあらましをお知らせします。予算の詳細内容については、総務課（☎
52・7111）へお問い合わせください。なお、各グラフの構成比の計は、端数処理によって合計と一致しない場合
があります。

一般会計再出の科目別経費の内訳 一般会計歳入予算 83 億 8,800 万円の内訳

【用語の解説】
■自主財源と依存財源　自主財源とは、町税や使用料・手数料、寄
附金など町が自主的に収入する財源です。依存財源とは、国や県の
意思決定に基づき収入されるものなどで、主なものは地方交付税や
国庫支出金、地方債などです。
■義務的経費と投資的経費　義務的経費とは、任意で削減できない
経費（人件費、扶助費、公債費）です。投資的経費とは、施設整備
や道路建設など、支出が社会資本の形成に向けられるものです。

議会費 8,739万6千円 1.0％
総務費
13億4,226万1千円
16.0％

民生費
30億967万6千円 
35.9％

衛生費
6億7,421万2千円 8.0％労働費 10万1千円 0.0％

農林水産業費
3億4,359万7千円
4.1％

商工費
8,050万3千円
1.0％

土木費
6億66万6千円
7.2％

消防費
3億3,450万4千円 
4.0％

教育費
11億711万2千円
13.2％

公債費
7億9,797万2千円 9.5％

予備費
1,000万円 0.1％ 【その他の内訳】

利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
ゴルフ場利用税交付金
自動車取得税交付金
環境性能割交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金

700万円
1,500万円
1,500万円
600万円
2,000万円
800万円
2,300万円
300万円

※分担金及び負担金
※使用量及び手数料
※財産収入
※寄  附  金
※繰  入  金
※繰  越  金
※諸  収  入

173万円
1億3,402万5千円

715万3千円
2億71万2千円

1億7,954万8千円
3億円

1億万4,852万4千円

※町税
24億8,972万
2千円 29.7％

地方交付税
19億5,000万円 
23.2％

※印は自主財源

国庫支出金
10億2,389万3千円 12.2％

県支出金
6億8,409万3千円 8.2％

町債
6億6,620万円 7.9％

地方消費税交付金
3億9,000万円 4.6％

地方譲与税
1億1,440万円 1.4％

その他
10億6,969万2千円 12.8％歳出

83億8,800万円

歳入
83億8,800万円

■平成 31年度一般会計・特別会計・
　水道事業会計の予算規模

■一般会計歳出予算額（当初）の推移

特
別
会
計

会　計　別 予　算　額 増減率（％）

一 般 会 計 83億8,800万円 △ 17.6

斎宮跡保存事業 3億4,060万円 △ 36.5

国 民 健 康 保 険 27億3,250万円 1.2

住宅新築資金貸付事業 1,300万円 △ 14.6

農業集落排水事業 2億4,170万円 11.9

公共下水道事業 6億8,000万円 1.9

介 護 保 険 23億4,620万円 0.4

後期高齢者医療 4億8,600万円 △ 2.9

水 道 事 業 8億9,950万円 29.9

総 計 161億2,750万円 △ 9.6

■一般会計歳出予算の性質別経費
　　　　　　　　　　（単位：千円）

区分 予算額 構成比

義
務
的
経
費

人 件 費 1,552,289 18.5％
扶 助 費 1,363,614 16.3％
公 債 費 797,972 9.5％
小 計 3,713,875 44.3％

投
資
的
経
費

補助事業 401,909 4.8％
単独事業 452,079 5.4％
小 計 853,988 10.2％

物 件 費 1,400,216 16.7％
維持補修費 34,082 0.4％
補 助 費 等 1,092,966 13.0％
繰 出 金 1,282,873 15.3％
そ の 他 10,000 0.1％
合 計 8,388,000 100％

特集：平成31年度予算
広報めいわ平成31年

（2019年）４月号
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平成 31 年度　主要事業の概要 ※は新規事業
　単位：千円

○一般会計
　「総務費」
　ふるさと寄附事業 96,602 
　地方創生事業（企画費） 20,474 
　津波対策緊急整備事業（災害対策費） 300,216 
※産業観光トータルプロジェクト事業（地方創生推進交付金事業費） 52,000 
※コンビニ交付事業（戸籍住民基本台帳費） 22,539 

「民生費」
※子ども医療費助成（未就学児）窓口無料化事業（社会福祉総務費） 10,416 
　障がい者自立支援福祉サービス給付事業（障がい者福祉費） 475,000 
※公立幼保こども園看護師配置事業（こども園運営費） 2,836 

「衛生費」
　各種がん検診・健康増進法健康診査等事業（成人保健対策推進費） 38,619 
　合併処理浄化槽設置整備補助事業（下水処理費） 23,188 

「農林水産業費」
　防風林再生（鎮守の森プロジェクト）事業（農業総務費） 2,000 
　農業用施設等長寿命化・防災減災事業（農地費） 30,000 
　大淀漁港機能保全事業（漁港費） 50,001 

「商工費」
※プレミアム付商品券事業（商工業振興費） 36,000 
　６次産業化支援事業（６次産業化振興費） 500 

「土木費」
　公共施設等適正管理推進事業（道路橋梁維持費） 36,801 
　社会資本整備総合交付金事業（道路新設改良費） 80,000 

「消防費」
　消防団活動強化事業（非常備消防費） 5,100 
　機械器具整備事業（消防施設費） 2,200 

「教育費」
※スクールソーシャルワーカー配置事業（教育総務費－学校運営費） 1,404 
　中学校建設事業〔備品購入〕（中学校費－学校管理費） 70,000 
※第 76回国民体育大会会場整備事業（保健体育総務費） 247,500 

〇斎宮跡保存事業特別会計
　土地公有化事業 40,815 
　歴史的風致維持向上計画事業 93,340 

〇公共下水道事業
※企業会計移行事業 5,000 
　下水道施設建設事業 484,525 

〇水道事業会計
　南部水源地改修事業 190,000 

特集：平成31年度予算
広報めいわ平成31年

（2019年） ４月号
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お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ４月号

　

明
和
町
営
住
宅
上
御
糸
団
地
３

戸
分
の
入
居
者
を
、
次
の
と
お
り

募
集
し
ま
す
。
入
居
を
希
望
す
る

人
は
、
募
集
期
間
内
に
ま
ち
整
備

課
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

■
募
集
戸
数
等　

①
募
集
団
地
：

町
営
上
御
糸
団
地
（
明
和
町
大
字

佐
田
地
内
）

②
戸
数
：
３
戸
（
優
先
対
象
者
枠　

２
戸
、
一
般
対
象
者
枠　

１
戸
）

③
間
取
り
：
２
Ｄ
Ｋ
（
床
面
積
：

57
㎡
）

■
募
集
期
間　

４
月
15
日
（
月
）

～
５
月
９
日
（
木
）（
土
・
日
曜

日
と
祝
日
を
除
く
）

　

受
付
時
間
は
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分

※
申
込
書
の
交
付
は
、
４
月
８
日

（
月
）
か
ら
、
ま
ち
整
備
課
窓
口

で
行
い
ま
す
。

　

郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
受
け

付
け
し
ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
ま
ち

整
備
課
窓
口
へ
申
込
書
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

■
入
居
指
定
日　

７
月
１
日（
月
）

■
申
込
必
要
書
類　

町
営
住
宅
入

居
申
請
書
、
住
民
票
、
所
得
証
明

書
、
完
納
証
明
書
、
そ
の
他
必
要

町
営
住
宅
３
戸
分
の
入
居
者
を
募
集

【
募
集
期
間
は
４
月
15
日
〜
５
月
９
日
】

書
類
（
単
身
入
居
、
身
体
障
が
い

者
等
の
諸
証
明
書
類
）

■
入
居
者
資
格　

入
居
申
し
込
み

す
る
場
合
は
、
次
の
各
要
件
を
す

べ
て
満
た
し
て
い
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

①
明
和
町
内
に
住
所
ま
た
は
勤
務

先
が
あ
る
こ
と
（
出
入
国
管
理
及

び
難
民
認
定
法
に
定
め
る
永
住
許

可
者
、
中
長
期
在
留
者
で
あ
る
外

国
人
も
含
み
ま
す
）

②
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
な
こ
と

③
地
方
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ

と④
収
入
が
公
営
住
宅
法
に
定
め
る

基
準
の
範
囲
内
で
あ
る
こ
と

　

申
請
者
及
び
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
の
収
入
等
が
公
営
住
宅
法

に
定
め
る
基
準
の
範
囲
内
で
あ
る

こ
と

⑤
原
則
と
し
て
、
同
居
す
る
親
族

ま
た
は
同
居
予
定
の
親
族
が
あ
る

こ
と

※
次
の
ア
～
オ
に
該
当
す
る
場
合
は

単
身
で
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

ア
．
満
60
歳
以
上
の
人

イ
．
身
体
障
害
者
、精
神
障
害
者
、

知
的
障
害
者
等
。
た
だ
し
、
常
時

の
介
護
を
必
要
と
す
る
場
合
は
、

居
宅
に
お
い
て
そ
の
介
護
が
常
に

受
け
ら
れ
る
こ
と

ウ
．
戦
傷
病
者
等

エ
．
生
活
保
護
受
給
者

オ
．
Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ

イ
オ
レ
ン
ス
）
被
害
者

⑥
そ
の
他「
明
和
町
営
住
宅
管
理
条

例
」
等
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る

■
選
考
方
法　

書
類
審
査
お
よ
び

公
開
抽
選
に
よ
っ
て
入
居
者
を
決

定
し
ま
す
。

■
家
賃
等　

入
居
者
の
収
入
金
額

等
に
よ
っ
て
決
定
し
ま
す
。

■
優
先
対
象
者　

前
記
「
入
居
者

資
格
」
を
有
し
、
か
つ
次
に
掲
げ

る
区
分
に
該
当
す
る
世
帯
は
「
優

先
対
象
者
」
と
し
、
優
先
対
象
者

枠
の
２
戸
に
つ
い
て
一
般
対
象
者

に
先
立
っ
て
抽
選
を
行
い
、
優
先

対
象
者
枠
抽
選
に
落
選
し
た
場
合

も
、
再
度
一
般
対
象
者
枠
の
抽
選

に
参
加
で
き
ま
す
。

【
優
先
対
象
者
】

■
区
分　

一
人
親
世
帯

■
世
帯
の
内
容　

20
歳
未
満
の
子

と
生
計
を
一
に
し
て
い
る
配
偶
者

の
な
い
者
で
構
成
さ
れ
た
世
帯

（
離
婚
が
成
立
し
て
い
な
く
て
も

Ｄ
Ｖ
（
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ
オ

レ
ン
ス
）
で
事
実
上
婚
姻
が
破
錠

し
て
い
る
場
合
は
、
一
人
親
世
帯

と
み
な
し
ま
す
）

■
証
明
書
等　

一
人
親
世
帯
で
あ

る
こ
と
が
確
認
で
き
る
書
類
等

■
発
行
者　

市
町
村
役
場
等

■
区
分　

高
齢
者
世
帯

■
世
帯
の
内
容　

満
60
歳
以
上
の

者
お
よ
び
そ
の
親
族
で
あ
る
配
偶

者
、
18
歳
未
満
の
児
童
の
み
で
構

成
さ
れ
た
世
帯

■
証
明
書
等　

住
民
票
の
謄
本

■
発
行
者　

市
町
村
役
場

■
区
分　

心
身
障
害
者
世
帯

■
世
帯
の
内
容　

身
体
障
が
い
者

等
の
障
が
い
者
が
い
る
世
帯

■
証
明
書
等　

身
体
障
害
者
証
明

書
（
１
～
４
級
）
又
は
身
体
障
害

者
手
帳
の
写
し
。
知
的
障
害
者

（
児
）
証
明
書
又
は
療
育
手
帳
の

写
し
。
精
神
障
害
者
証
明
書
（
１

～
２
級
）
又
は
精
神
障
害
者
保
健

福
祉
手
帳
の
写
し
。
戦
傷
病
者
証

明
書
又
は
戦
傷
病
者
手
帳
の
写
し

■
発
行
者　

福
祉
事
務
所
長
、
三

重
県
障
害
者
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

所
長

※
詳
し
く
は
、
ま
ち
整
備
課
（
☎

52
・
７
１
１
９
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

４
月
の
町
税
・

　
　
　

保
険
料
納
期

　

４
月
の
町
税
・
保
険
料
納

付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年

金
天
引
き
を
除
く
）。

■
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保

険
料
＝
各
第
１
期
分
、
固
定
資

産
税
＝
第
１
期
分

■
納
期
限
＝
５
月
７
日
（
火
）

※
口
座
振
替
の
場
合
は
５
月

７
日
（
火
）
に
振
替
し
ま
す
。

夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時　

４
月
10
日
（
水
）、

４
月
24
日
（
水
）、
各
日
と
も

午
後
５
時
15
分
～
８
時
30
分

■
場
所
と
内
容　

税
務
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時　

４
月
14
日
・
21
日

（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も
午
前

８
時
30
分
～
正
午
・
午
後
１
時

～
５
時
15
分

■
場
所
と
内
容　

会
計
課
、
町

税
・
保
険
料
の
納
付

　
　
　

◇　
　
　
　

◇

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
（
☎

52
・
７
１
４
３
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
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三
重
県
で
は
、「
県
民
参
加
に
よ

る
不
正
大
麻・け
し
ク
リ
ー
ン
ア
ッ

プ
運
動
」
と
し
て
、
４
月
か
ら
６

月
に
か
け
て
、
法
律
で
栽
培
や
所

持
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
大
麻
や
け

し
の
除
去
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

不
正
け
し
を
見
か
け
た
り
、
鑑

別
に
迷
っ
た
と
き
は
松
阪
保
健

所
衛
生
指
導
課
（
☎
０
５
９
８
・

50
・
０
５
２
９
）
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

不
正
け
し
の
特
徴

	

・
葉
の
色
は
ろ
う
質
を
帯
び
て
い

る
白
っ
ぽ
い
緑
色

	

・
葉
の
つ
け
根
が
茎
を
抱
き
込
ん

不
正
大
麻・け
し
に
つ
い
て

パパヴェル・セティゲルム種 パパヴェル・ソムニフェルム種

　

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
等
の
手
当
額
が
、
平
成
31

年
４
月
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
に

な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
平
成
30
年
全
国
消
費

者
物
価
指
数
の
上
昇
（
対
前
年
比

＋
1.0
％
）
に
伴
い
改
正
さ
れ
る

も
の
で
、
手
当
額
に
つ
い
て
は
、

1.0
％
の
引
き
上
げ
と
な
り
ま
す
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

父
母
の
離
婚
な
ど
に
よ
り
、
父

ま
た
は
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
な
い
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い
る

家
庭
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
等
の
生

活
の
安
定
と
自
立
を
助
け
、
児
童

の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、
支

給
さ
れ
る
手
当
で
す
。

※
18
歳
に
達
す
る
日
以
後
の
最
初

の
３
月
31
日
ま
で
の
間
に
あ
る
児

童
を
養
育
さ
れ
て
い
る
方
が
対
象

で
す
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
の
あ
る

20
歳
未
満
の
児
童
の
福
祉
の
増
進

を
図
る
た
め
、
対
象
の
児
童
を
養

育
さ
れ
て
い
る
方
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

※
お
お
む
ね
、
身
体
障
害
者
手
帳

３
級
以
上
、療
育
手
帳
Ｂ
（
中
度
）

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
の

手
当
額
が
、平
成
31
年
４
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
す
。

区
分
以
上
の
障
が
い
が
あ
る
と
認

定
さ
れ
た
児
童
を
養
育
さ
れ
て
い

る
方
が
対
象
で
す
。

○
特
別
障
害
者
手
当
と
は

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
20

歳
以
上
の
方
に
対
し
て
、物
質
的
・

精
神
的
な
負
担
の
軽
減
、
福
祉
の

向
上
を
図
る
た
め
に
支
給
さ
れ
る

手
当
で
す
。

○
障
害
児
福
祉
手
当
と
は

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
重
度
の
障

が
い
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い

て
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す

る
、
在
宅
で
生
活
さ
れ
て
い
る
20

歳
未
満
の
児
童
に
対
し
て
、
物
質

的
・
精
神
的
な
負
担
の
軽
減
、
福

祉
の
向
上
を
図
る
た
め
に
支
給
さ

れ
る
手
当
で
す
。

　

詳
し
く
は
、福
祉
ほ
け
ん
課（
☎

52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平成 30 年度（月額）
（平成 30 年４月～）

平成 31年度（月額）
（平成 31年４月～）

児童扶養
手当

全部支給 42,500 円 42,910 円

一部支給 42,490 円
～ 10,030 円

42,900 円
～ 10,120 円

第２子
加算額

全部支給 10,040 円 10,140 円

一部支給 10,030 円
～ 5,020 円

10,130 円
～ 5,070 円

第３子以
降
加算額

全部支給 6,020 円 6,080 円

一部支給 6,010 円
～ 3,010 円

6,070 円
～ 3,040 円

特別児童
扶養手当

１級 51,700 円 52,200 円

２級 34,430 円 34,770 円

特別障害者手当 26,940 円 27,200 円

障害児福祉手当 14,650 円 14,790 円

交通事故無料相談会の開設
（４月・５月）

　明和町では、交通事故被害者支援センター派遣
員による、交通事故の相談会（過失割合の判例、
示談の仕方・進め方、賠償請求と賠償額の算定、
その他相談等）を次の通り開催します。皆さん、
お気軽にご利用ください。
■日時
　４月10日（水）午後１時～３時　※１人１時間
　【要予約】申込期限　４月９日（火）午前11時
　　　　 　※土曜日・祝日・休日を除く。
　５月８日（水）午後１時～３時　※１人１時間
　【要予約】申込期限　５月７日（火）午前11時
　　　　 　※土曜日・祝日・休日を除く。
　　　　 　※日時は変更になる場合があります。
■場所
　明和町保健福祉センター１F和室
　※詳しくは、 人権生活環境課環境・住民協働係
　（☎ 52・7117）へお問い合わせください。

で
い
る

	

・
茎
や
葉
の
毛
が
少
な
い

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ４月号
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高齢者・重度心身障害者タクシー料金の助成について
　町では、高齢者の方や重度の障がいのある方の社会活動の促進を図るため、次のとおり、
タクシーチケットの交付により、タクシー料金の助成を行なっています。
　なお、この度、助成制度の対象となる基準について一部見直しを行ない、平成 31年４月からは、「高齢者の
方の年齢」について、『70歳以上』とすることとなりました。
■対象者　明和町内に住所を有する、高齢者の方、重度の障がいのある方で、次の条件を満たす方。
（※二重下線部が、平成 31年４月からの変更箇所です。）

※上記対象者の項目の、『世帯』については、同一住所地内及び同一敷地内とみなす地内に別の世帯がある場合は、その世
帯は同一世帯とみなします。
■申込期間　随時
■申請窓口　役場福祉ほけん課（☎ 52・7116）
■交付枚数　高齢者の方：最大 36枚
　　　　　　（申請のあった月から有効期限までの月数に応じて月３枚を交付）
　　　　　　重度の障がいのある方、高齢者の方のうち、一定の条件を満たす方：年間最大 48枚
　　　　　　（申請のあった月から有効期限までの月数に応じて月４枚を交付）
■使用方法　一乗車につき４枚（600円×４枚）まで使用できます。
　　　　　　乗車区間は、原則として明和町内に限ります。ただし、明和町を起点、又は、終点とする場合は、
　　　　　　この限りではありません。
■タクシーチケットの返還
　条件を満たさなくなった場合は、必ず、役場福祉ほけん課までチケットをお返しください。
※詳しくは、役場福祉ほけん課（☎ 52・7116）へお問い合わせください。

【高齢者の方】 【重度の障がいのある方】
次の世帯に属する 70歳以上の高齢者の方
・高齢者単身世帯
・高齢者のみの世帯
・高齢者と、右の【重度の障がいのある方】のみで構
成する世帯
なお、65歳以上 69歳以下の高齢者の方で、かつ、
次の条件のいずれかに該当する方も対象となる。
・生活保護受給者
・介護保険要介護度４または５の方
・人工透析のため、定期的に通院が必要な方

次の障害者手帳をお持ちの方
身体障害者手帳
・肢体不自由：１級・２級
・視覚障害　：１級・２級
・内部障害　：１級
療育手帳（知的障害）：A・B
精神障害者保健福祉手帳：１級・２級

① 自動車税の減免措置を受けていない方
② 施設に入所されていない方
③ 当該年度（４月、５月及び６月については前年度）町民税（住民税）非課税世帯に属する方

【
縦
覧
制
度
】

　

縦
覧
制
度
と
は
、
土
地
や
家
屋
の
納
税
義
務
者

の
方
が
、
自
分
の
所
有
す
る
土
地
や
家
屋
の
価
格

と
他
の
土
地
や
家
屋
の
価
格
を
比
較
し
て
、
そ
の

評
価
額
が
適
正
で
あ
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い

た
だ
く
制
度
で
す
。

■
縦
覧
期
間　

４
月
１
日
（
月
）
～
５
月
７
日
（
火
）

※
土
曜
、
日
曜
、
祝
日
を
除
き
ま
す
。

■
縦
覧
で
き
る
人　

町
内
の
土
地
や
家
屋
を
所
有

す
る
納
税
義
務
者
、
同
居
の
家
族
、
相
続
人
及
び

納
税
管
理
人
（
上
記
以
外
の
方
は
、
委
任
状
が
必

要
で
す
。）

■
縦
覧
で
き
る
内
容　

町
内
の
課
税
対
象
に
な
っ

て
い
る
土
地
の
所
在
・
地
番
・
地
目
・
地
積
・
評
価
額
、

家
屋
の
所
在
・
家
屋
番
号
・
種
類
・
構
造
・
床
面
積
・

評
価
額

※
縦
覧
帳
簿
の
コ
ピ
ー
は
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、

土
地
家
屋
の
所
有
者
名
や
税
額
は
縦
覧
対
象
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

■
手
数
料　

無
料

【
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
閲
覧
】

　

固
定
資
産
税
の
納
税
義
務
者
の
方
は
、
自
分
の

所
有
す
る
固
定
資
産
に
つ
い
て
、
固
定
資
産
課
税

台
帳
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
手
数
料　

縦
覧
期
間
中
は
無
料

※
詳
し
く
は
、
税
務
課
課
税
係
固
定
資
産
税
担
当

（
☎
52
・
７
１
１
３
）
ま
で

固
定
資
産
の
縦
覧
・
閲
覧
に
つ
い
て
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ひと・まち・
ふれあい企画

町人権センター

各
種
サ
ー
ク
ル
へ
の
お
誘
い

【
年
間
を
通
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
】

　

明
和
町
人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、

会
員
の
皆
さ
ん
に
よ
る
各
種
自
主

運
営
サ
ー
ク
ル
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。（
た
だ
し
会
員
資
格
は
、
夕

涼
み
会
、
交
流
祭
等
の
人
権
セ
ン

タ
ー
事
業
の
運
営
に
ご
協
力
い
た

だ
く
こ
と
が
条
件
と
な
り
ま
す
。）

○
ヨ
ガ
サ
ー
ク
ル　

■
開
催
日

　

月
２
回　

第
１
・
第
３
水
曜

　
（
１
班
）

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

　
（
２
班
）

　

午
後
２
時
40
分
～
３
時
40
分

■
参
加
費　

年
間
５
０
０
０
円

　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料　

含
む
）

○
太
極
拳
サ
ー
ク
ル　

■
開
催
日

　

月
２
回　

第
２
・
第
４
水
曜

　

午
後
１
時
30
分
～
２
時
30
分

■
参
加
費　

年
間
３
０
０
０
円

　
（
ス
ポ
ー
ツ
保
険
料　

含
む
）

○
着
付
け
サ
ー
ク
ル　

■
開
催
日

　

年
９
回　

開
催
月
の
第
２
土
曜

　

午
前
10
時
～
11
時
30
分

■
参
加
費　

年
間
３
０
０
０
円

○
お
し
ゃ
べ
り
サ
ロ
ン　

　

手
芸
を
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
し
て
、楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　

現
在
は
、
ク
ラ
フ
ト
テ
ー
プ
を

使
っ
て
、
か
ご
や
小
物
を
編
ん
で

い
ま
す
。

■
開
催
日

　

毎
週
水
曜
日
以
外
の
平
日

　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
の
間

で
、
好
き
な
時
間
に
参
加
し
て
い

た
だ
け
ま
す
。

■
参
加
費　

年
間
３
５
０
０
円
及

び
材
料
代
実
費

※
な
お
、
各
サ
ー
ク
ル
の
申
し
込

み
は
、
４
月
２
日
（
火
）
～
５
日

（
金
）
の
午
前
９
時
～
午
後
５
時

に
町
人
権
セ
ン
タ
ー
に
、
電
話
か

直
接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
開
催
日
程
は
、
変
更
に

な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

４月 10 日に明和町人権センター
サークル講座開講式

　明和町人権センターでは，平成 31年度サークル講
座の開講式を開催します。当日は、開講行事としてトー
ク＆ライブ形式の人権講演会を実施します。
　講演会には、一般の方もご参加いただけます。
■日時　４月 10日（水）　午後１時 30分～
　（受け付け＝午後１時～）
■場所　いつきのみや地域交流センター
■内容と時間
①開講式＝午後１時 30分～
②人権講演会＝午後１時40分～（演題＝RAMO　トー
ク＆ライブ～知ろうとするより感じてほしい～　講師
＝RAMOさん・自閉症の息子２人をもつ父親とその
長男の音楽ユニット）
③各サークル講座の紹介・説明＝午後３時10分～
※詳しくは、町人権センター（☎55・3052）へ 
お問い合わせください。

ひと・まち・
ふれあい企画

町人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん 

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

　

母
の
日
の
贈
り
物
に
、
ま
た
自

分
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
と
し
て
作
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
ク
ッ

キ
ー
缶
を
一
箱
お
持
ち
帰
り
い
た

だ
き
ま
す
。

■
日
時　

５
月
９
日
（
木
）　　

　

午
前
の
部

　
　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

○
母
の
日
の
ク
ッ
キ
ー
を

　
つ
く
ろ
う
！

　

午
後
の
部

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時

■
定
員　

午
前
・
午
後
の
部
と
も

各
12
人
（
先
着
順
）

■
講
師　

瀧
川
陽
子
さ
ん

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾
・

厚
手
の
ふ
き
ん
３
枚

■
申
込
期
間　

４
月
23
日
（
火
）

～
26
日
（
金
）

　

但
し
、
両
方
の
申
し
込
み
が
、

12
人
に
満
た
な
い
場
合
は
、
午
前

の
み
の
開
催
と
な
り
ま
す
。

※
各
講
座
と
も
受
講
資
格
は
明

和
町
在
住
の
20
歳
以
上
の
人
と

し
、
申
込
期
間
の
午
前
９
時
～
午

後
５
時
に
直
接
、
ま
た
は
電
話
で

人
権
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
１
回
の
申
し
込
み
に
つ

き
、
１
人
分
の
参
加
を
受
け
付
け

ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
町
人
権
セ
ン
タ
ー

（
☎
５
５
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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広報めいわ平成31年

（2019年） ４月号

11



三河川の水質　　採水日（平成 31年 1月 10日）

河川名
項　目

PH BOD SS DO

祓　川（下御糸橋） 7.2 0 6.0 9.2

笹笛川（八木戸橋） 8.0 1.0 4.0 9.9

大堀川（大堀川橋） 6.4 0.8 1.9 9.5

参考：B類型（笹笛川）
の環境基準値

6.5 以上
8.5 以下

3.0
以下

25.0
以下

5.0
以上

※PH（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７
前後が標準河川水）、BOD（生物化学的酸素要求量＝水中の有機
物が微生物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、
河川の汚濁を測る代表的な指標）、SS（浮遊物質量＝水中に浮遊
している微細な固型物の量）、DO（溶存酸素量＝水中に溶解して
いる酸素量で、汚濁が著しい河川では通常低い値を示し、魚類が
生存できなくなる）
※BOD・SS・DOの単位 ＝ ｍｇ / ℓ

■ 最大震度別地震回数（平成31年2月1日～28日）
震　度 １ ２ ３ ４ 5弱 5強 6弱 6強 ７ 合計

全　国 82 40 7 1 0 0 1 0 0 131

明和町※ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
※役場に設置の計測震度計による。

■ 町内の交通事故発生状況
1月（概数） 前年比（累計）

人身事故件数 5件 － 1人

負傷者数 5人 0人

死者数 1人 － 1人

■ 町内の治安情勢（平成31年１月１日～31日、概数）
手　口 件数（先月比） 手　口 件数（先月比）

空き巣ねらい ０（　０） オートバイ盗  ０（　０）

忍び込み ０（　０） 自転車盗  ２（　０）

部品ねらい ０（　０） その他（※1）  10（－１）

車上ねらい ０（　０） 合　計  12（－１）
（※１）「その他」は、上記以外の刑法犯（凶悪犯、知能犯など）

３月の人口
  総人口：23,191 人
  　　男：11,200 人
  　　女：11,991 人
  世帯数：9,045 世帯

１月中の主な増減
出　生：     8 人
死　亡：   29 人
転入等：   64 人
転出等：   35 人

人のうごき

日と場所 内容と時間 対象と定員 料金

場所はいずれも
保健福祉センター
 　  6 月 16日（日）
 　  7 月   8 日（月）
 　  7 月 12日（金）
☆   8 月   5 日（月 )
☆   8 月 26日（月）
（☆はいつきのみや地域交
流センターで実施 )
　   9 月 13日（金）
　   9 月 16日（祝・月）
　   9 月 18日（水）
※ 10月 18日（金）
（※はJA多気郡本店で実施）
　 10 月 20日（日）
　 11 月 24日（日）
　　 　　25日（月）
2020.
　　1月 31日（金）
　   2 月   1 日（土）

胃がん検診
（7/8、9/13、
2020.1/31 を除く）

午 前 8 時
～ 11時

40歳以上
40名

1,000
円

肺がん検診
午 前 8 時
～ 11時

（日程によ
り時間が異
なります）

40歳以上
60名

400円

大腸がん検診 500円

乳
が
ん
検
診

①エコー検査

午 前 9 時
～ 11時

（日程によ
り時間が異
なります）

20歳以上
35名

1,000
円

②マンモグラフィ
検 査（2 年 に 1
度の受診をおす
すめしています）

40歳以上
40名

1,000
円

子宮頸がん検診 20歳以上
60名

1,000
円

■各種がん検診の日程等　　※詳しくは、別途配布するチラシをご覧ください。
　

受
診
券
送
付
対
象
と
な
る
方
は
以
下
の
通
り
で
す
。

①
過
去
３
年
間
で
町
の
が
ん
検
診
等
の
受
診
歴
が
あ
る
方

②
そ
の
他
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
等
）

　

が
ん
検
診
を
希
望
さ
れ
る
方
で
受
診
券
が
届
か
な
い
場
合
は
健
康
あ
ゆ
み
課

（
☎
52
・
７
１
１
５
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

各
種
が
ん
検
診
の
お
知
ら
せ

　

予
約
は
４
月
15
日（
月
）か
ら
開
始

【
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み
受
け
付
け
】

が
ん
検
診
受
診
券
は
５
月
中
旬
発
送
予
定
で
す
！

40 歳以上の人で、エコー
かマンモか対象がわから
ない人は、健康あゆみ課
までおたずねください。

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ４月号
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ご利用ください
明和町障がい者生活支援センター ♬ここ♪ ☎ 52・7127
　障がいのある人をはじめ、家族や支援者の皆さんを対象とする総合相談窓口「明和町障がい者生活
支援センター♬ここ♪」では、障がい者の皆さんの自立と社会参加を目指し、地域で安心して生活
できるよう、専門の相談支援員による電話・面談相談や訪問、相談支援等の業務を行っています。

◎支援等内容のご案内
■利用対象
　身体・知的・精神障がいのある人、その家族・
支援関係者
■支援等の内容
①日常生活全般の相談
②福祉サービス等の利用援助（情報提供と申請手
続きの支援）
③専門関係機関（病院、ハローワーク、特別支
援学校等）の紹介と連携
④支援のネットワークづくり
⑤交流の場「ここサロン」、障がいの理解啓発学
習会の定期的開催等
■場所　保健福祉センター内
明和町障がい者生活支援センター
■開設日時
月～金曜日（祝日を除く）、午前８時30 分～午後
５時15 分

◎町内の自助グループを紹介します
 ・障がい者の会
　障害者手帳を取得している方ならだれでも入
ることができます。交流を目的としています。
　春にはビンゴゲームとレクリエーション、ボウ
リング大会、いちご狩り、様々な行事を行って
います。見学だけでも大歓迎です、ぜひともお
越しください。
■連絡先　明和町社会福祉協議会
　　　　　☎52・7056　担当：田中

 ・わだち
　障がいのある子どもの保護者の会です。
　就学前の子どもから成人した子どもの保護者
まで幅広い年齢の人が活動しています。
　昨年度は茶話会をはじめ、四日市で行われる
三重県ふれあいレクリエーションへの参加、い
ちご狩りなどを行いました。今年も楽しい行事
を計画しています。
　毎月末の日曜日には、上御糸小学校の体育館
でスポーツサークルを行い、体を動かしていま
す。パラリンピックの種目にもある競技にも
チャレンジしています。ぜひ一度見学に来て下
さい。
　わだちは一昨年度発足した会です。これから
も楽しく活動しいていきたいと思っています。
■連絡先　明和町社会福祉協議会
　　　　　☎ 52・7056　担当：田中

 ・ななかまどの会
　精神に障がいのある人の家族が自主的に集ま
り、気軽に話し合う茶話会で毎月開催されてい
ます。「ななかまど」とは、バラ科の落葉高木で、
花言葉に「私はあなたを見守る」と言う意味が
あります。本人の疾病、日ごろの生活、医療や
福祉サービスのことなどについて、同じ悩みを
持つ家族同士で話し合い、情報交換や交流を深
めることを目的としています。どうぞお気軽に
ご参加ください。
■連絡先　町保健福祉センター
　　　　　☎ 52・7127　担当：真野、太田

◎デイケアへ参加しませんか？
　精神に障がいのある方々を対象にデイケアを
行っています。みんなでおしゃべりやお料理、
スポーツなどを楽しみませんか？
■日時　毎月第1・3水曜日　午前10時～午後2時
■場所　明和町保健福祉センター

※詳しくは明和町障がい者生活支援センター
♬ここ♪（明和町保健福祉センター内、☎ 52・
7127、FAX 52・7128、メール shien@town.
mie-meiwa.lg.jp）へお問い合わせください。

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年
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明 和 町
体育協会

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
募
集

　

明
和
町
体
育
協
会
で
は
、
ス

ポ
ー
ツ
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。

キ
ッ
ズ
エ
ア
ロ
〈
春
コ
ー
ス
〉

■
日
時　

５
月
８
日
・
15
日
・
22

日
・
29
日
、
６
月
５
日

（
各
水
曜
日　

計
５
回
、
午
後
３

時
30
分
～
午
後
４
時
15
分
）

■
場
所　

総
合
体
育
館　

ロ
ビ
ー

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

３
歳
児（
年
少
）～
５
歳
児（
年
長
）

■
募
集
人
数　

先
着
20
人

■
参
加
費　

町
内
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
期
間　

４
月
12
日

（
金
）
～
19
日
（
金
）

剛
柔
流
空
手
道

■
日
時　

５
月
８
日
・
15
日
・
22

日
・
29
日
、
６
月
５
日

（
各
水
曜
日　

計
５
回
、
午
後
６

時
～
午
後
７
時
30
分
）

■
場
所　

総
合
体
育
館　

柔
・
剣

道
場

■
対
象
者　

町
内
の
５
歳
児
（
年

長
）
～
中
学
生

■
募
集
人
数　

先
着
20
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
期
間　

４
月
16
日

（
火
）
～
23
日
（
火
）

卓
球

■
日
時　

５
月
25
日
（
土
）
午
前
・

26
日（
日
）午
後
、６
月
１
日（
土
）

午
前
・
８
日
（
土
）
午
前
・
９
日

（
日
）
午
前
・
15
日
（
土
）
午
後
（
計

６
回
）

（
午
前
↓
９
時
30
分
～
11
時
30
分

	

午
後
↓
１
時
30
分
～
３
時
30
分
）

■
場
所　

総
合
体
育
館　

■
対
象
者　

町
内
の
小
学
４
年
生

～
中
学
生

■
募
集
人
数　

先
着
20
人

■
参
加
費　

１
０
０
０
円

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
期
間　

４
月
23
日

（
火
）
～
30
日
（
火
）

親
子
キ
ッ
ズ
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
（
ス
ポ
ン
ジ
ボ
ー
ル
）

■
日
時　

５
月
12
日
・
19
日
・
26

日
、
６
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
（
各
日
曜
日　

計
８

回
）

予
備
日
＝
７
月
７
日
・
14
日
・
21

日
・
28
日

（
①
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分　

②
午
前
10
時
45
分
～
11
時
45
分
）

■
場
所　

明
和
町　

担
い
手
セ
ン

タ
ー
（
室
内
）　

■
対
象
者　

①
・
②
ク
ラ
ス
と
も

に
町
内
・
近
隣
市
町
の
４
歳
児（
年

中
）
～
５
歳
児
（
年
長
）
と
保
護

者■
募
集
人
数　

各
ク
ラ
ス
先
着
６

ペ
ア
（
子
ど
も
１
名
・
保
護
者
１

名
を
１
ペ
ア
と
し
て
）

■
参
加
費

　

町
内
１
ペ
ア　

２
０
０
０
円　
　
　

	

　

町
外
１
ペ
ア　

４
０
０
０
円

■
保
険
料　

子
ど
も
８
０
０
円
、

大
人
１
８
５
０
円
（
※
65
才
以
上

１
２
０
０
円
）

■
申
込
受
付
期
間　

４
月
12
日

（
金
）
～
19
日
（
金
）

親
子
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
硬
式
）

■
日
時　

５
月
12
日
・
19
日
・
26

日
、
6
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
（
各
日
曜
日　

計
８

回
）

予
備
日
＝
7
月
7
日
・
14
日
・
21

日
・
28
日

（
午
後
１
時
～
２
時
）

■
場
所　

明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

小
学
１
年
生
～
中
学
３
年
生
と
保

護
者

■
募
集
人
数　

先
着
８
ペ
ア
（
子

ど
も
１
人
・
保
護
者
１
人
を
１
ペ

ア
と
し
て
）

■
参
加
費　

　

町
内
１
ペ
ア　

２
０
０
０
円

　

町
外
１
ペ
ア　

４
０
０
０
円

■
保
険
料　

子
ど
も
８
０
０
円
、

大
人
１
８
５
０
円
（
※
65
才
以
上

１
２
０
０
円
）

■
申
込
受
付
期
間　

４
月
16
日

（
火
）
～
４
月
23
日
（
火
）

ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
硬
式
）

■
日
時　

５
月
12
日
・
19
日
・
26

日
、
６
月
２
日
・
９
日
・
16
日
・

23
日
・
30
日
（
各
日
曜
日　

計
８

回
）

予
備
日
＝
７
月
７
日
・
14
日
・
21

日
・
28
日

（
①
午
後
２
時
15
分
～
３
時
15
分　

②
午
後
３
時
30
分
～
４
時
30
分
）

■
場
所　

明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の　

①
テ
ニ
ス
経
験
者　

②
初
心
・
初

級
者
（
①
②
と
も
、
小
学
１
年
生

～
中
学
３
年
生
ま
で
学
年
を
問
い

ま
せ
ん
）

■
募
集
人
数　

①
②
各
先
着
24
人

■
参
加
費　

町
内
１
０
０
０
円
・

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料　

８
０
０
円

■
申
込
受
付
期
間　

４
月
16
日

（
火
）
～
23
日
（
火
）

女
性
テ
ニ
ス
ス
ク
ー
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
硬
式
）

■
日
時　

５
月
11
日
・
18
日
・
25

日
、
６
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・

22
日
・
29
日
（
各
土
曜
日　

計
８

回
）

予
備
日
＝
７
月
６
日
・
13
日
・
20

日
・
27
日

（
午
後
７
時
～
８
時
30
分
）

■
場
所　

明
和
町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

初
心
・
初
級
の
女
性

■
募
集
人
数　

先
着
12
人

■
参
加
費　

町
内
４
０
０
０
円

　

町
外
５
０
０
０
円

■
保
険
料　

１
８
５
０
円

　
（
※
65
才
以
上
１
２
０
０
円
）

■
申
込
受
付
期
間　

４
月
８
日

（
月
）
～
４
月
18
日
（
木
）

バ
レ
ト
ン

　

５
月
15
日
・
29
日
、
６
月
12
日
・

26
日
、
７
月
10
日
・
24
日
、
８
月

７
日
・
21
日
、
９
月
10
日
・
24
日
、

10
月
２
日
・
16
日
、
11
月
13
日
・

27
日
、
12
月
11
日
・
25
日
（
各
水

曜
日　

９
月
の
み
火
曜
日　

計
16

回
、
午
前
10
時
～
11
時
）

■
場
所　

総
合
体
育
館　

会
議
室

■
対
象
者　

町
内
・
近
隣
市
町
の

18
才
以
上
の
女
性

■
募
集
人
数　

先
着
15
名

お 知 ら せ
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未就園児と保護者の皆さんご利用ください
【子育て支援センター　行事予定】

　子育て支援センターは、保育所や幼稚園に未就園の子どもとその保護者の皆さんにご参加いただき、
各種行事などを通じて一緒にお話したり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換ができる場で、
各種行事を次のとおり行います。皆さん、どうぞお気軽にご参加ください。

いちごくらぶ
◎おそとであそぼう会！
■日時　４月４日（木）午前10時30分～
■場所　斎宮歴史博物館ふれあい広場
※雨天中止（午前９時に雨が降っていたら中止）
※申込不要
◎おはなし会
■日時　４月11日（木）午前10時30分～11時
※申込不要
◎赤ちゃんあーつまれ！
■日時　４月17日（水）午前10時～11時
■定員　10組
※申込必要
◎子育てアドバイザーとおしゃべり会
■日時　４月23日（火）午前10時～正午
※申込必要（１歳半まで）
◎こいのぼりを作ろう♪
■日時　４月26日（金）午前10時～11時
■定員　15組
※申込必要
【いちごくらぶ（明和ゆたか園２階）】
☎080・4155・0291
　　 http://www.toyotsujidou.com/meiwa/

こあら

月～金（午前９時～午後２時）

月～金（午前９時～正午、午後１時～３時）

おひさまひろば
◎おひさまひろばの開館日
４月２日（火）、３日（水）、４日（木）、５日（金）、
12日（金）、15日（月）、16日（火）、17日（水）、19日（金）、
24日（水）、５月７日（火）、10日（金）、15日（水）、17日（金）
【おひさまひろば（保健福祉センター２階）】
☎52・7123（役場こども課）
不定期（午前９時～正午、午後１時～３時）

不定期（午前９時～正午、午後１時～３時）

◎おはなし会
■日時　４月25日（木）午前10時～10時30分
■定員　10組程度
※申込必要
※申込期間　４月８日（月）～19日（金）
◎お知らせ
４月１日（月）は、休館させていただきます。
４月２日（火）より開館します。
園庭開放しています！
月～金  午前９時～９時45分・午前11時～11時45分
※園庭開放は、状況により使用できないこともあります。
【こあら（みょうじょうこども園内）】
☎53・0550
児童センター

☎52・2519
月～土（午前９時～午後５時）

■
参
加
費　

町
内
１
０
０
０
円

　
　
　
　
　

町
外
２
０
０
０
円

■
保
険
料　

１
８
５
０
円
（
※
65

才
以
上
は
１
２
０
０
円
）

■
申
込
受
付
期
間　

４
月
８
日

（
月
）
～
18
日
（
木
）

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
ご
記

入
の
上
、
参
加
費
・
保
険
料
を
添

え
て
総
合
体
育
館
窓
口
へ
お
申
し

込
み
下
さ
い
。	

※
日
程
・
会
場
等
は
事
情
に
よ
り

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
用
紙
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
体
育
協
会

（
総
合
体
育
館
内
☎
52
・
７
１
３
０
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。	

　明和町地域包括支援センターでは、介護者の情報交換や気分転換を目的に交流会を次のとおり開催します。
ここでしか語れない介護をお茶を飲みながら、気軽に話し合いましょう。
■日時　４月 19日（金）　午後１時 30分～３時
■場所　Cafe 茶々（明和の里敷地内）
■参加申し込み　明和町地域包括支援センター（☎ 52・7127）へお申し込みください。

介護者つながりカフェ

お 知 ら せ
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■
日
時　

６
月
～
11
月　

　

第
２
・
第
４
水
曜
日
（
12
回
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

■
場
所　

伊
勢
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ

ザ
（
〒
５
１
５

－

０
５
０
５　

伊

勢
市
西
豊
浜
町
６
５
３
）

■
内
容　

着
物
を
洋
服
に
リ
メ
ー
ク

■
定
員　

10
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

■
対
象　

伊
勢
市
・
明
和
町
・
玉

城
町
・
度
会
町
に
在
住
ま
た
は
通

勤
し
て
い
る
人

■
参
加
費　

２
４
０
０
円

■
持
ち
物　

裁
縫
道
具
、
ポ
ー
タ

ブ
ル
ミ
シ
ン

■
申
込
方
法　

往
復
は
が
き
の
往

信
用
裏
面
に
、
着
物
リ
フ
ォ
ー
ム

教
室
希
望
と
し
、
郵
便
番
号
・
住

所
・
氏
名
（
ふ
り
が
な
）・
電
話

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
教
室
参
加
者
募
集

番
号
を
明
記
し
、
伊
勢
リ
サ
イ
ク

ル
プ
ラ
ザ
ま
で
。（
電
話
で
の
受

付
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
お
一
人
様

１
通
に
限
り
ま
す
。）

■
締
切
日　

５
月
２
日
（
木
）
消

印
有
効

■
抽
選
日　

５
月
９
日
（
木
）
午

後
２
時
か
ら
（
公
開
抽
選
）

※
初
め
て
の
方
を
優
先
し
ま
す
。

※
11
月
に
開
催
予
定
の
イ
ベ
ン
ト
の

着
物
リ
フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

※
記
入
漏
れ
が
あ
る
場
合
は
、
受

付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
い
せ
ト
ピ
ア「
い
せ
ま
な
び
の
パ

ス
ポ
ー
ト
」
ス
タ
ン
プ
対
象
講
座

※
お
問
い
合
わ
せ
は
伊
勢
リ
サ
イ

ク
ル
プ
ラ
ザ
ま
で
（
☎
０
５
９
６

・
３
８
・
２
８
０
０
）

往復はがきの書き方

62
日本郵便
往 信

郵便往復はがき
〒515-0505

伊勢市西豊浜町653
伊勢広域環境組合
リサイクルプラザ 宛

往信用　表

何も記入しないで
ください。

返信用　裏

62
日本郵便
往 信

郵便往復はがき

住 所
氏 名 様

返信用　表

着物リフォーム教室希望
①郵便番号
②住所
③氏名（ふりがな）
④電話番号

往信用　裏

　

明
和
町
で
は
、
２
０
１
９
年
度

の
畜
犬
（
飼
い
犬
）
登
録
と
狂
犬

病
予
防
集
合
注
射
を
、
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。

　

生
後
３
个
月
（
91
日
）
以
上
の

畜
犬
は
「
犬
の
一
生
涯
で
１
回
」

の
登
録
と
、
毎
年
１
回
、
狂
犬
病

の
予
防
注
射
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

畜
犬
登
録
は
、
未
登
録
の
場
合

の
み
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
狂
犬
病
の
集
団
予
防
注

射
は
、
獣
医
師
に
よ
る
注
射
を
別

途
受
け
て
い
る
場
合
を
除
い
て
、

必
ず
こ
の
機
会
に
受
け
て
く
だ
さ

い
。

　

集
合
注
射
の
日
程
に
ご
都
合
の

合
わ
な
い
方
は
、
お
近
く
の
動
物

病
院
に
て
予
防
注
射
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。

■
日
時
・
場
所

４
月
４
日
（
木
）

　

午
前
９
時
～
９
時
40
分

　
　

上
御
糸
ふ
れ
あ
い
会
館

　

午
前
10
時
～
10
時
50
分

　
　

み
い
と
会
館

　

午
前
11
時
10
分
～
11
時
45
分

　
　

大
淀
会
館

畜
犬（
飼
い
犬
）登
録
と
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

【
４
月
４
日
、４
月
５
日　

町
内
各
所
で
】

　

午
後
12
時
10
分
～
13
時

　
　

明
星
会
館

４
月
５
日
（
金
）

　

午
前
９
時
～
９
時
40
分

　
　

北
野
公
民
館

　

午
前
10
時
～
10
時
30
分

　
　

牛
葉
公
民
館

　

午
前
10
時
50
分
～
11
時
20
分

　
　

金
剛
个
丘
中
央
公
園

　

午
前
11
時
40
分
～
12
時

　
　

有
爾
中
区
第
１
公
民
館

　
　
（
旧
さ
く
ら
会
館
）

■
対
象　

生
後
３
个
月
（
91
日
）

以
上
の
犬

■
持
ち
物
な
ど

①
畜
犬
登
録
（
未
登
録
犬
の
み
）　

　

︙
︙
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円

②
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射
（
毎
年
）

　

︙
︙
予
防
注
射
料
３
２
０
０
円

　

問
診
は
が
き
（
登
録
犬
の
み
送

付
済
み
）

※
登
録
手
数
料
・
予
防
注
射
料
は
、

で
き
る
限
り
お
釣
り
が
い
ら
な
い

よ
う
に
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
明
和
町
で
は
咬
傷
事
故
等

の
責
任
は
一
切
負
い
ま
せ
ん
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ

い
。

	

・
ペ
ッ
ト
の
飼
育
に
気
配
り
を

近
年
、
飼
い
主
の
モ
ラ
ル
低
下
に

よ
る
苦
情
や
ト
ラ
ブ
ル
の
問
い
合

わ
せ
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

人
に
迷
惑
を
掛
け
な
い
こ
と
は
、

飼
い
主
の
義
務
で
す
。
次
の
こ
と

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

無
駄
ぼ
え
な
ど
、
犬
の
ス
ト
レ

ス
を
減
ら
す
た
め
に
も
、
十
分
な

散
歩
や
し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
猫
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

　

猫
は
、
犬
と
異
な
り
、
つ
な
い

で
飼
う
と
い
う
義
務
が
な
い
た
め
、

自
由
に
家
を
出
入
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
他
人
の
家
の
庭
に

ふ
ん
を
し
て
近
所
に
迷
惑
を
掛
け

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
猫

同
士
の
ケ
ン
カ
や
接
触
か
ら
、
飼

い
猫
が
感
染
症
に
か
か
る
危
険
性

も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
こ
と

が
起
こ
ら
な
い
よ
う
、
猫
は
家
の

中
で
飼
い
ま
し
ょ
う
。

※
詳
し
く
は
、
人
権
生
活
環
境
課　

環
境
・
住
民
協
働
係
（
☎
52
・

７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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乳
幼
児
の
健
診
な
ど場

所
は 

い
ず
れ
も
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
４
月
９
日

（
火
）
＝
平
成
29
年
９
月
生
ま
れ　

②
５
月
14
日
（
火
）
＝
平
成
29
年

10
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児　

①
４
月
11
日

（
木
）
＝
平
成
28
年
９
月
生
ま
れ　

②
５
月
16
日
（
木
）
＝
平
成
28
年

10
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児　

①
４
月
23
日

（
火
）
＝
平
成
27
年
９
月
生
ま
れ　

②
５
月
28
日
（
火
）
＝
平
成
27
年

10
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間　

午
後
１
時
10
分
～

１
時
30
分

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
眼
耳
ア
ン
ケ
ー
ト
、

検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
者　

４
月
19
日（
金
）・

５
月
10
日
（
金
）
＝
乳
幼
児
で
月

齢
は
問
い
ま
せ
ん

■
受
付
時
間　

午
前
９
時
30
分
～

11
時
、
午
後
１
時
30
分
～
２
時
30

分■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

不
要

【
離
乳
食
教
室
】

■
日
・
対
象
者　

４
月
26
日
（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
半
＝
離
乳
食
に

つ
い
て
知
り
た
い
方

■
内
容　

離
乳
食
に
つ
い
て
の

話
・
試
食
な
ど

■
持
ち
物　

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み　

４
月
19
日
（
金
）

ま
で
に
健
康
あ
ゆ
み
課
（
☎　

52
・
７
１
１
５
）
へ

※
先
着
15
人

社協だより 明和町社会福祉協議会（明和の里内）
三重県多気郡明和町大字馬之上 917-1
TEL 52・7056　FAX 52・7057
http://www.ma.mctv.ne.jp/~mei-skyo/

町内企業のCSR活動紹介記事を連載します
　近年、CSR（企業の社会的責任）への意識が高まり、社会貢献活動に取り組む企業が増えてきました。
明和町でも地域課題の解決に取り組まれている素敵な企業がたくさんあります。明和町社会福祉協議会で
は、そういった企業を定期的な連載でご紹介すると共に、一緒に地域の課題を解決できる関係を作ってい
く事で SDGs の目指す社会の実現に向けた取り組みを進めていきます。

5・6月号に「たなか建築」様の取り組みを掲載予定です。
HPには既に掲載されていますので是非ご覧ください。

CSR（corporate social responsibility）って例えばどんな事？
　比較的多くの企業で行われている一例として「地球環境に配慮した商品開発や生産体制」「ボランティ
ア活動支援などの社会貢献」「地域社会参加などの地域貢献」等があります。

SDGs（Sustainable Development Goals）って何？
　2030年までに達成すべき持続可能な開発目標として、国連が掲げた包括的な 17の目標。民間企業、
NPO等が関わり「誰一人取り残さない」社会の実現を目指し、経済、社会、環境をめぐる広範な課題に、
統合的に取り組む目標です。

「うちの会社、こんな取り組みや活動しとるよ」という企業さん。是非、取材させて下さい！
　　また、「地域の為に何かしたいと思ってるんやけど、何ができるかわからない…。何をすればいいか相談
したい」という企業担当者さん。是非ご連絡下さい。我々も一緒に考えて活動に繋がるお手伝いをしたい
と思います。　

担当：総務・地域福祉課　山田奏・西中環
　　　m-skyo01@ma.mctv.ne.jp
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 松阪消防 普通救命講習会
■日　時　４月21日（日）　午前9時～正午
■場　所　松阪市川井町1001番地 1
　　　　　松阪地区広域消防組合 消防本部　4階大会議室
■講習内容　①心臓や呼吸が突然止まった人への対応及び心肺
　　　　　　蘇生法とAEDに関する説明
　　　　　②心肺蘇生法の実技
　　　　　③AEDの使用取り扱い実技
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　計 3時間　　

■定　員　30人（中学生以上対象、定員になり次第締切）
■募集期間　４月８日（月）～ 17日（水）

※応急手当WEB講習を受講された人は 1時間短縮され
ますので、午前 10 時から開始となります。その際は、
必ず受講証明書を印刷、または画面メモ等したものを持
参してください。

講習
無料

■申込方法　消防本部又は、最寄りの消防署、
　　　　　分署で申込書に必要事項を記入し　
　　　　　て提出してください。
　　　　　また、松阪地区広域消防組合の　
　　　　　ホームページからも申込ができま　　
　　　　　すのでご利用ください。
【松阪地区広域消防組合ホームページ】
http://www.mie-matsusaka119.jp/
※講習を受けられた人には「普通救命講習修
了証」を交付します。
■連絡先　松阪中消防署
　　　　　救急担当　戸野・木屋
　　　　　☎ 0598・25・1416
　　　　　FAX 0598・25・1416

お 知 ら せ
広報めいわ平成31年

（2019年） ４月号

18



●司法書士無料相談会
　三重県司法書士会松阪支部では、相続不動産登
記、裁判手続、成年後見等について、司法書士に
よる無料相談会を次のとおり開催します。
◎日時　４月 18日（木）午後６時～８時
　　　　（午後７時 30 分までに来場ください）
◎場所　松阪市日野町 788カリヨンプラザ３階
　　　　松阪市民活動センター
※詳しくは、三重県司法書士会松阪支部連絡事務
局・鈴木陽介司法書士（☎ 0598・23・4638）、
または古田顕子司法書士（☎ 0598・21・1518）
へお問い合わせください。

●危険物取扱者試験(乙種第４類)
　の予備講習会
　平成 31年度前期危険物取扱者試験（乙種第４
類）を受験される方のために、消防法令、基礎的
な物理・化学及び危険物の性質・消火方法につい
て、予備講習会を開催します。
◎とき　５月15日（水）　午前９時から午後5時まで
◎ところ　嬉野生涯学習センター２階大会議室
　（松阪市嬉野町 1429番地１）
◎定員　90人（定員になり次第締め切り）
◎受講料　無料
◎テキスト（受付時販売）
　教科書 1,700 円、問題集 1,660 円
◎受付　４月４日（木）から５月10日（金）まで　　
　松阪市川井町 1001番地１　消防本部予防課
　（土曜・日曜日および祝日を除く、午前８時 30
　分から午後 5時 15分まで）
◎問い合せ先　松阪地区防火協会（消防本部内）
　☎ 0598・25・1412
※松阪市での試験は６月８日（土）、９日（日）、
16日（日）で、郵送での受験願書受付期間は４
月４日（木）から 15日（月）までです。願書は
各消防署・分署で配付しています。

●80歳からのよい歯のコンクール
　歯っぴいライフコンクール参加者募集
◎対象　80歳以上で20本以上の歯をお持ちの方
◎定員　50人（先着順）
◎申込方法　4月15日（月）～5月17日（金）の
期間に電話で申込み
（日・祝日を除く午前10 時～午後5時）
◎コンクール・表彰　6月9日（日）開催の歯と口腔
の健康まつり当日に実施
◎その他　歯科医院（松阪地区歯科医師会会員の
医院）無料推薦枠もあります。
◎問い合わせ先　松阪地区歯科医師会
　☎ 0598・26・4803

●親と子のよい歯のコンクール
　参加者募集
◎対象　平成 30年 4月1日～平成 31年 3月31
日までに3歳 6か月健診を受診された方でよい歯
をお持ちの親子
※かかりつけ歯科医院（松阪地区歯科医師会会員
の医院）の推薦が必要
※かかりつけ歯科医院のない方は紹介しますので
連絡してください。
◎申込方法　4月19日（金）午後3時までに電話
で申込み（日・祝日を除く午前10 時～午後5時）
◎表彰　優秀者の方は6月9日（日）開催の歯と
口腔の健康まつりで表彰します。
◎問い合わせ先
　松阪地区歯科医師会　☎ 0598・26・4803

●ヨイハデー特別企画
　からだと歯のこと何でも電話相談
◎内容　日頃から気になっている「からだと歯に
関する悩み」に医師・歯科医師が直接回答します。
相談は無料ですので、お気軽にお電話をおかけく
ださい。
※時間帯によっては電話がつながりにくい場合が
あります。
※当日の相談担当医師の専門領域により、対応で
きる相談に制限があります。
◎日時　4月 14日（日）午前 10時～午後 3時
◎電話番号　
　059・225・1071 ／ 059・225・8747
◎問い合わせ先
　三重県保険医協会　☎ 059・225・1071
　ホームぺージ http://mie-hok.org
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●山野草展示会を開催【明和山草会】
　明和山草会では次のとおり山野草の展示会を開
催します。多くの皆様のお越しをお待ちしています。
◎日時　４月 20日（土）午前９時～午後５時
　　　　４月 21日（日）午前９時～午後３時
◎場所　明和町中央公民館
◎展示品目　山野草、花木に寄る創作盆栽
◎作品　寄せ植え、石付、流木付、苔玉、棚飾り
◎その他　手作り品の販売もあります。
※詳しくは明和山草会　杉木弘和さん（☎ 52・
2878）まで。

●国家公務員募集
　人事院は2019 年度に次の採用試験を行います。
受験案内等は人事院ホームページからダウンロード
できます。また、受験申込はインターネットにより
行ってください。
　詳しくは当事務局までお問い合わせください。
◇総合職試験（院卒者・大卒程度試験）
　受験案内等の人事院ホームページ掲載日
　　２月１日（金）
　受付期間
　　３月 29日（金）～４月８日（月）
　第１次試験日
　　４月 28日（日）
◇一般職試験（大卒程度試験）
　受験案内等の人事院ホームページ掲載日
　　２月１日（金）
　受付期間
　　４月５日（金）～ 17日（水）
　第１次試験日
　　６月 16日（日）
◇一般職試験（高卒者試験・社会人試験（係員級））、
　税務職員試験
　受験案内等の人事院ホームページ掲載日
　　５月７日（火）
　受付期間
　　６月 17日（月）～ 26日（水）
　第 1 次試験日
　　９月１日（日）
　人事院中部事務局　第二課試験係
　☎ 052・961・6838

●平成31年度の協会けんぽの
　保険料率について
　全国健康保険協会（協会けんぽ）三重支部から
のお知らせです。
　平成 31年度の協会けんぽ三重支部の健康保険
料率は据え置き、介護保険料率（全国一律）は３
月分（４月納付分）より引き上げられます。
※「全国健康保険協会三重支部」の名称が記載さ
れた健康保険証をお持ちの方が対象です。
（健康保険料率）
　現行：9.90％　
　→ 平成 31年３月分～：9.90％（据え置き）
（介護保険料率）
　現行：1.57％　
　→ 平成 31年３月分～：1.73％（引き上げ）
◎お問い合わせ先
　全国健康保険協会三重支部
　☎ 059・225・3317（企画総務グループ）
◎受付時間　8:30 ～ 17:15（土日祝日、年末年　
始を除く）

（有料広告）

（有料広告）
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いつきのみや歴史体験館からお知らせ
☆平安装束試着体験
　当館で人気 No.1の体験です。「十二単（じゅう
にひとえ）」「直衣（のうし）」、またお子様用装束「水
干（すいかん）」「汗衫（かざみ）」「細長（ほそなが）」
を本格的に着ていただくことができます。
　冬装束の期間（１０月～５月）は、女性の憧れで
もある十二単をお二人で同時に着ていただくことが
できます。赤と青、それぞれを基調とした装束をご
用意しております。
　また、お子様の装束は、水干２着と汗衫・細長が
あります。お子様の成長の記録、記念日に体験され
てみてはいかがでしょうか。

■体験料：
　十二単・直衣　　　各 5,500 円（税込み）
　水干・汗衫・細長　各 2,200 円（税込み）
　※記念写真３枚込み。
■体験日時：１日２回
　　　　　　午前 10時 30分～／午後２時～
■体験人数：１回２人まで
　　　　　　 ※毎月第３日曜日は家族試着デ―とし
　　　　　　 て、各回4人まで参加できます。
■所要時間：おひとりにつき 30分程度
■予約：前日までの要予約制

申し込み・その他の体験等の問い合わせは、
いつきのみや歴史体験館（☎ 52・3890）へ。

ふるさと会館からお知らせ
◆「おはなし小槌」の皆さんによる読み聞かせ
■内容：絵　本「わかってるもん」
　　　　　　　  「ママー、ポケット！」
　　　　紙芝居「とりかえっこ」
■日時：４月 28日（日）午後２時～
■場所：ふるさと会館１階児童室
◆「会館スタッフ」による読み聞かせ
■日時：４月 25日（木）午前 11時～
■場所：ふるさと会館１階児童室
◆「てんとうむし」による読み聞かせ
■日時：４月 13日（土）午後２時 30分～
■内容：絵　本「とってもとってもいいきもち」
　　　　紙芝居「プリンちゃんとだいふくくん」
■場所：ふるさと会館１階児童室
○ワークショップ「似顔絵プレゼント」
■プレゼンター：似顔絵画家　内田ケロ（弘子）さん
■日時：４月 21日（日）午前 10時～正午
■場所：図書館児童室
■募集人数：10人
■申し込み：４月９日（火）正午～
■費用：無料
■対象：どなたでも応募できます。
○４月特別展　「郷土の華11人展」
　―潮田均企画―
　画人宇田荻邨、僧月僊、書家韓天寿、歌人太田
垣蓮月他、松阪、伊勢を中心とした郷土の偉人た
ちの掛け軸を展示します。
■期間：４月６日（土）～４月25日（木）
■場所：ふるさと会館２階特別展示場
○子ども読書週間
　４月 23日（火）から５月 12日（日）まで「子
ども読書週間」です。この間、読書週間にちなん
だ行事を計画しています。ぜひご参加ください。
○４月の休館日
 ・１日（月）、８日（月）、15日（月）、22日（月）、
　26日（金／月末整理日）
○４月27日（土）～５月６日（月）の10連休は、　
　全て開館いたします
○５月７日（火）は振り替え休館いたします
 ・５月27日（月）～６月６日（木）の間、館内整理
と特別蔵書点検のため休館します。
※詳しくは、ふるさと会館（☎52・7131）へお問
い合わせ下さい。
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明和町行政チャンネル番組表〈3月28日木～5月2日木〉
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週木曜日の正午
（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合がありますので、ご了承ください。
詳しくは、防災企画課（☎52・7112）へお問い合わせください。
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